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研究成果の概要（和文）：高齢者に対して他者の意図の推論に基づく善悪の判断課題を実施することにより、高
齢者の善悪判断の特徴を明らかにすること、機能的MRIを用いて加齢による善悪判断の脳神経ネットワークを検
証すること、他者に対する善悪判断の能力を向上させるために詐欺被害防止に関する心理教育を試みた。行動実
験の結果からは、高齢者は若年者よりも、人物に対して良い人であると考える傾向が高く、また人物を判断する
際には対象となる人物特性よりも行動から判断を行う傾向があることが明らかになった。また詐欺に対する脆弱
性は、個人の自己効力感が影響を及ぼす可能性が示唆された。

研究成果の概要（英文）：By carrying out a social decision making of judging good or bad based on 
conjecturing the intention of others to the elderly people, we attempt to clarify the characters of 
the judgement skills of good or bad, to verify the judgement skills of good or bad of the 
neurocognitive function due to aging using the functional MRI, to give a psychoeducation in order to
 improve the ability to give correct judgements to others. The results of the behavioral test shows 
compared to the young people the elderly tend to give a better judgement toward a person and also 
tend to make a decision based on the behavior rather than on the characteristics of the person when 
judging others. In addition, the result suggests there are possibilities that the self-efficacy of a
 person has an influence on the weakness toward fraud.

研究分野：神経心理学　実験心理学　社会心理学
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１．研究開始当初の背景 
平成 26 年版高齢社会白書（内閣府）によ
ると，平成 25 年中の振り込め詐欺の被害総
額は約 259億円で，被害者の内訳は 60歳以
上が 86.1％，オレオレ詐欺の被害者に限ると
96.4％である．若年者よりも高齢者が詐欺の
被害に遭いやすいのは，①詐欺者の悪意を見
破ることができない（善悪判断の不正確性），
②詐欺行為に対するリスク認知の能力が低
下した（主観的幸福感の上昇），③詐欺行為
に対する理解や処理能力が低下している（認
知機能の低下），などの理由が考えられる． 
発達研究では，他者の善意ないし悪意につい
て判断させる課題で，自閉症スペクトラム障
害を有する児童は定型発達児童と比較して
成績の低下を示す．この他者の善悪の判断は
心の理論に関連し（子安, 2000），メタ解析に
よって心の理論は正常加齢に伴い低下する
ことが報告されている（Henry, et al, 2013）．
したがって高齢者も善悪判断が低下し，その
結果，詐欺被害に遭うという仮説がたてられ
るが，この仮説を検証する研究は見当たらな
い． 
一方で，人は加齢により社会的な熟達化が
進む (Hess & Auman, 2001; 高山, 2013)．
また，85歳以上の超高齢者の中で周囲に対し
てサポートを提供している者は，主観的幸福
感が高い（Takayama, 2011）．困っているふ
りをしている他者，すなわち詐欺者に対して
「サポートしたい」という意識が，被害意識
の過小な見積もりを引き出し，被害の拡大を
生じさせている恐れがある．しかし高齢者特
有の特性と善悪判断の低下の関連を示す研
究は見当たらない． 
高齢者は視覚，聴覚の感覚器官の能力が低
下し（佐藤, 1998），脳機能の老化や認知症の
発症などにより認知機能が低下する．さらに，
高齢者は心の理論課題で刺激のモダリティ
の影響を若年者より強く受けるという報告
もある（Slessoor et al.,2007）． 
心の理論課題の機能的 MRI（fMRI）研究
では共通して広域には内側前頭回，中前頭回，
および舌状回での賦活が認められている
（Carrington & Bailey, 2009）が，直接的に
他者の善意ないし悪意の両側面を判断する
課題による fMRI研究は見当たらない． 
 
２．研究の目的 
近年，振り込め詐欺や経済的虐待など，高
齢者の経済的な自立を脅かす問題が増加し
ている．この背景として，他者を善人または
悪人であるかを正しく判断する能力の低下，
高齢者特有の特性によるリスク認知の変化，
加齢による脳機能の低下や認知症発症によ
る認知機能の低下の，いずれか，またはそれ
らが相互に関連していることが考えられる．  
本研究では，機能的 MRI を用いて若年者と
高齢者，認知症高齢者に他者の意図の推論に
基づく善悪の判断課題を実施することによ
り，高齢者の善悪の判断の特徴を明らかにし

た．またその特徴と脳神経ネットワーク関連
について検討した．さらに他者の善悪に対す
る正しい判断能力を向上させるための心理
教育を実践することを目的とした． 
 
３．研究の方法 
(１）高齢者の善悪判断について 
教育年数を統制した高齢者群と若年者群，
各群 100 名に対して，ある人物の特性と意図
（行為）が書かれた文章を読んでもらい，人
物の善悪を判断させた．1 人の人物の特性と
意図が経時的に呈示される条件（即時条件）
と，2 人の人物の特性と意図が同時に呈示さ
れる条件（熟考条件）の 2条件を実施し，高
齢者の人物の善悪判断の特徴を明らかにし
た． 
(２）高齢者の心理特性と詐欺脆弱性 
60 歳代から 80 歳代の高齢者 200 名に対し
て，心理特性と詐欺脆弱性に関する質問紙，
ならびに注意や記憶などの認知機能を評価
する神経心理検査を実施し，地域在住の健常
高齢者の詐欺脆弱性に対して影響を及ぼす
高齢者の心理特性は何かを明らかした．なお，
詐欺脆弱性尺度（渡部ら，2010）は国民生活
センターのホームページに掲載されている
詐欺犯罪に関する「高齢者に多い相談」から
10 事例を抽出して作成した短いシナリオに
対して，自分がどのように対処するかを選択
する質問紙である． 
(３）高齢者の善悪判断と脳神経ネットワー
ク 
認知症を発症しておらず，脳に粗大な損傷
がない高齢者を対象に（１），（２）で用いた
課題を用いてｆMRI 実験を行った． 
(４）高齢者への教育 
警察，消費者センター，銀行など，関係機
関がさまざまな対策を講じているにもかか
わらず特殊詐欺被害は増加の一途をたどっ
ている．神奈川県警察犯罪抑止対策室警察の
調査（振り込め詐欺に関するアンケート平成
29 年 9 月 22 日～12 月 5 日 60 歳以上で集計 
有効回答件数 10907 件）によると，「自分は
振り込め詐欺に関係ないと思っている」とい
う問いに対して「はい」49％，「自分は詐欺
の被害に遭わない自信がある」という問いに
対して「はい」59％であった．このように特
殊詐欺は自分とは無縁であると考える高齢
者が多くいることが，詐欺被害が減らない一
因として考えられる．これまでに得られた研
究結果の共有を通じて，高齢者の詐欺に対す
る構えの構築，行動変容を促すための心理的
教育を含んだ探索的な勉強会を実施した． 
詐欺被害に関する勉強会に応募した対象
者を PCAGIP 法（村山ら，2008）という事例
検討法の手法を取り入れて実際に詐欺未遂
にあった方の体験談を聞く群，警察署が公開
している被害者の手記を読む群にわけた．両
群には特殊詐欺の実態，高齢者の特性に関す
る同じ内容の講義と，異なる方法で体験談を
聞き，勉強会の前後で詐欺被害に対する考え



方のアンケートをとり比較した． 
 
４．研究成果 
（１）高齢者の善悪判断について 
即時条件において，１人の人物について判
断を行う場合，高齢者は若年者と比較して，
善意を示すと，その人を「良い人である」と
いう判断をしやすい．即時条件において，１
人の人物について判断を行う場合，悪意を示
す人に対して，「悪い人である」と判断する
者は，世代にかかわらず半数程度にとどまっ
た．熟考条件において，２人の人物を比較し
て判断する場合，良い特性で悪意を示す人物
を，悪い人と判断する率は高齢者の方が高か
った．つまり，人を許す，または人を良い人
と思う気持ちが加齢により大きくなること
が示唆された．さらに，複数の人物を比較し
ながら判断すれば，年齢に関係なく，人物の
意図を見て正しく善悪の判断ができること
が示された． 
（２）高齢者の心理特性と詐欺脆弱性 
詐欺脆弱性に影響を与えると予測される
要因は，自己効力感と日常の金銭を取り扱う
際の自分の行為に対する確信であった．この
ような特性をもつ高齢者は，自信のなさから
相手の（もっともらしい）意見に影響を受け
やすいことが推測された． 
（３）高齢者の善悪判断と脳神経ネットワー
ク 
ｆMRI 実験の実施については，研究期間中
の「人を対象とする医学系研究に関する倫理
指針」改定の影響で倫理承認の遅れや MRI 撮
像のための実験枠が十分に確保できないな
どの複合的な問題が生じたことから完遂す
ることが出来なかったが，探索的な解析が行
えるデータ数（6 名）は得られた．現在解析
中である． 
（４）高齢者への教育 
アンケートの結果からは，勉強会の前後で
意識が変容した証拠は得られなかった．これ
は，参加者がこれまで何らかの被害あるいは
未遂に遭い，詐欺に対する構えが既に構築さ
れていたためなどのバイアスのある対象者
であったことが理由として考えられる．今後
は，受講する対象者の動機や属性なども考慮
して教育を行う必要があることが明らかに
なり，より効果的な教育方法を開発する必要
がある．しかしながら，詐欺事件に関する体
験の共有から，詐欺防止に関する行動が見ら
れた者（詐欺被害防止に関する啓蒙のボラン
ティア活動開始）もいたことは，大変有意義
な結果であった． 
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